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京都への修学旅行の実施について 

～修学旅行生と京都市民，双方の安心・安全の確保に，引き続き全力で取り組みます～ 

 

平素より，京都への修学旅行の実施につきまして，格別の御理解と御協力を賜り，

厚く御礼申し上げます。 
新型コロナウイルス感染症が長期化する中，子どもたちに寄り添いながら，安心・

安全の確保と学校教育活動の両立に御尽力されていることと存じます。 

さて，本市におきましては，昨年６月以降，全国に先駆けて，京都府や観光関連事

業者との連携の下，修学旅行専用の２４時間感染電話相談をはじめとする修学旅行の

安心・安全な受入環境整備に取り組んでまいりました。京都にお越しいただいた皆様

から，「コロナの中，京都では人の温かさを感じることができました」といった喜びや

感謝のお声を，一方で，残念ながら中止となった皆様からも，「京都の美しい景色を必

ず自分の目で見に行きます」「来年京都に行く後輩をぜひ待っていてください」とい

った希望や期待のお声を，本当に数えきれないほど頂戴しています。 
皆様のお声をお聞きし，修学旅行が子どもたちにとっていかにかけがえのない，一

生の思い出となる行事であるかを再認識するとともに， 安心して京都にお越しいた

だけるよう，関係者と連携し，おもてなしの心でお迎えする決意を新たにしています。 

そこで，令和３年度におきましても，引き続き，京都府や観光関連事業者との連携

の下，修学旅行専用の２４時間感染電話相談をはじめ，きめ細やかで安心・安全な受

入環境整備の一層の充実を図ってまいります（取組の詳細は別紙参照）。 

皆様の京都へのお越しを心よりお待ち申し上げております。 

なお，学校関係者や保護者の皆様，そして何より子どもたちの強い思いと日々の努

力が実を結び，令和２年は推計で年間約１３万人の修学旅行生をお迎えし，京都滞在

中の修学旅行生の感染事例は確認されておりません。また，本市からも全市立小・中

学校の児童生徒２万人が府外への修学旅行を実施し，全員が無事に帰ってきてくれま

した。 
関係者の皆様の御理解と御協力に，心より感謝申し上げます。 

 
※ 都道府県教育委員会におかれましては，管内の市町村教育委員会への御周知に御

協力いただきますよう，よろしくお願いいたします。 
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京都では，府と市，観光関連事業者等が連携し，感染症対策に取り組むとともに，きめ細やかなサポート体制を構築し，
修学旅行生のみなさんをお迎えします。

旅マエ 旅ナカ 旅アト

※１ 補助上限額あり。４月～８月の修学旅行が対象。
※２ 検査要否は医師の診断に基づく。なお，検査前には待ち時間等あり。
※３ 補助上限額あり。

令和３年度 京都の修学旅行 安心・安全な受入環境整備の概要

修学旅行専用電話相談（京都観光推進協議会事務局） 修学旅行の一般的な相談（平日のみ）

京都版修学旅行ガイドライン「新しい修学旅行『京都スタイル』」
感染疑い発生時の対応フローや各種助成事業の紹介に加え，宿泊施設や公共交通機関
などの事業者ごとの感染症対策，学校にお願いしたい感染症対策などを掲載

きょうと修学旅行ナビ 新型コロナ特設ＷＥＢページ
修学旅行に役立つ様々な情報や京都府内の感染状況，観光施設等の再開状況など

継続

事前学習「きょうと」徹底攻略
修学旅行ナビで，学習動画や教材を提供
※その他，京都修学旅行ハンドブックもリニューアル

京都府・市

情報発信
強化

新型コロナの
陽性が判明した場合

＜陽性となった生徒を対象＞

①入院時ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ貸出事業
入院中の生徒に対し，保護者等との連絡
用にスマートフォンを貸出し

②陽性時保護者等支援事業 ※1

対象生徒が京都に滞在する場合に要する
経費に対する助成
支援内容：送迎を行う保護者等の交通費

や宿泊料等
当該生徒の居住地への移動に
要する交通費

＜濃厚接触の可能性のある生徒を対象＞

緊急帰宅費用助成 ※3

濃厚接触者となる可能性のある生徒が
緊急帰宅する場合の居住地までの交通費
に対する助成

新規

京都市

京都市

京都府

では，上記のほか，新たにＳＤＧｓ先進都市・京都ならではの探求型学習プログラムの開発や観光関連事業者の技術向上研修等にも取り組みます。京都市

継続

継続

継続

継続

継続

別紙

きょうと修学旅行専用
２４時間感染電話相談
京都滞在中の健康上の相談に対応

↓
発熱等がある場合，相談員（看護師等）が
医療機関を調整

３密防止対策支援事業 ※１

３密回避のために，当初予定していた移動手段等を変
更する場合に必要となる追加経費に対する助成
支援内容：貸切バス・タクシーの増車，バスからタク

シーへの変更，宿泊施設等の部屋数の増加
京都府

継続

継続

京都府・市

原則,抗原検査を実施
（検体採取から結果
判明まで約30分）※２


